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文
化
財
っ
て
何
？

人
々
が
生
活
・
仕
事
・
信
仰
な
ど
、
生
き

て
い
く
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
に
生
み
出
し
て

き
た
文
化
的
な
所
産
、
す
な
わ
ち
〝
も
の
〟

や
〝
わ
ざ
〟
な
ど
を
言
い
ま
す
。
現
代
の
社

会
で
使
っ
て
い
る
製
品
や
そ
れ
を
造
る
技
術

な
ど
も
、
現
代
を
象
徴
す
る
文
化
的
所
産
と

し
て
、
い
ず
れ
文
化
財
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
文
化
財
と
は
、
そ
の
時
々
の
社
会
を

支
え
、
形
作
っ
た
有
形
無
形
の
も
の
で
、
そ

の
時
代
の
歴
史
を
知
る
た
め
に
は
、
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

過
ぎ
去
っ
た
歴
史
の
な
か
で
、
先
人
が
生
み

だ
し
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
文
化
的
所
産
を
、

文
化
財
と
し
て
登
録
・
指
定
し
、
後
世
の
人
々

に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

上
の
写
真
は
、
昨
年
度
に
区
指
定
有
形
文

化
財
と
な
っ
た
元
禄
8
年
（
1
6
9
5
）
の

「
紙
本
着
色
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
」

で
す
。
江
戸
時
代
中
期
に
描
か
れ
、
以
来

3
2
0
年
ほ
ど
が
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
比
較
的
良
い
状
態
で
残
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
図
に
は
、
当
時
の
信
仰
に
関
わ
る

様
々
な
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
、
貴
重
な
資
料

と
い
え
ま
す
。
詳
細
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
解
説

に
譲
り
ま
す
が
、
区
内
に
は
そ
の
よ
う
な
文

化
財
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
歴
史
を
語
る
文
化
財
に
、
ぜ
ひ
関

心
を
お
も
ち
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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指
定
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
絵
画
）】

紙し
ほ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く

本
着
色
阿あ

み

だ
弥
陀
二に
じ
ゅ
う
ご

十
五
菩ぼ
さ
つ薩

来ら
い
ご
う迎

図ず

元げ
ん
ろ
く禄
8
年
裏う
ら
は
り
が
き

貼
書

附つ
け
た
り

明め
い

和わ

5
年
得と

く

誉よ

祐ゆ
う
ぜ
ん全
極
き
わ
め
じ
ょ
う状
1
通

亀
戸
9　

個
人
蔵

亀
戸
の
旧
家
に
伝
わ
る
掛
軸
の
来
迎
図
で

す
。
来
迎
と
は
、
臨
終
の
時
に
仏
が
そ
の
人

を
極
楽
浄
土
に
往
生
さ
せ
る
た
め
に
迎
え
に

来
る
こ
と
で
、
臨
終
間
際
の
人
に
安
ら
か
な

死
を
迎
え
さ
せ
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
の
が

来
迎
図
で
す
。

本
図
は
、
画
面
中
央
に
阿
弥
陀
如
来
像

（
①
）、
そ
の
前
に
蓮れ
ん
だ
い台
を
持
つ
観
音
菩
薩

像
（
②
）
と
合
掌
す
る
勢せ

い

至し

菩
薩
像
（
③
）、

そ
し
て
周
囲
に
楽
器
を
奏
で
、
舞
踊
す
る

二
十
五
菩
薩
像
の
合
計
二
十
七
体
の
菩
薩
像

を
描
い
て
い
ま
す
。
彩
色
に
つ
い
て
は
、
茶

地
に
雲
を
金
箔
押
し
、
阿
弥
陀
如
来
像
の
肉

身
・
衲の
う

衣え

・
光こ
う
は
い背

を
金
箔
押
し
、
菩
薩
像
の

肉
身
を
胡ご

粉ふ
ん
、
条
じ
ょ
う
は
く帛・
天て
ん

衣え

・
光
背
を
金
箔

押
し
と
し
、
一
部
の
像
の
着
衣
に
朱
・
緑
の

彩
色
を
施
し
て
い
ま
す
。
阿
弥
陀
如
来
像
と

菩
薩
像
の
肉
身
を
除
い
て
、
地
・
光
背
・
衲
衣
・

天
衣
・
雲
な
ど
に
隙
間
な
く
無
む
り
ょ
う
じ
ゅ
き
ょ
う

量
寿
経
と
い

う
経
文
を
墨
で
書
写
し
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
阿
弥
陀
如
来
像
の
表
現
は
正
統
な
仏
画

の
系
統
を
ひ
く
も
の
で
す
が
、
菩
薩
像
の
顔

は
円
顔
で
あ
り
、
や
や
趣
が
異
な
り
ま
す
。

本
図
の
左
上
に
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を

十
回
書
写
し
た
十

じ
ゅ
う
ね
ん
み
ょ
う
ご
う

念
名
号
と
「
祐ゆ
う
て
ん天
」
の

自
署
と
花
押
（
④
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

右
下
に
は
「
明
み
ょ
う
れ
ん
じ
ゃ
け
ん
よ

蓮
社
顕
誉
祐
天
」
の
自
署
と

花
押
（
⑤
）
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
別
紙
の

極
状
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
祐
天
の
自
筆
で

あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
祐
天

（
1
6
3
7
〜
1
7
1
8
）
は
、
江
戸
時
代

の
浄
土
宗
の
僧
で
、
字
は
愚ぐ

心し
ん

、
号
は
明
蓮

社
顕
誉
。
将
軍
家
か
ら
庶
民
に
至
る
ま
で
広

く
尊
崇
さ
れ
、
大
奥
で
は
特
に
厚
い
帰
依
を

受
け
ま
し
た
。
増
上
寺
な
ど
で
修
学
し
た
後
、

貞じ
ょ
う
き
ょ
う享
3
年
（
1
6
8
6
）
増
上
寺
を
出

て
本
所
牛う
し
じ
ま嶋
（
墨
田
区
）
に
隠
棲
し
、
諸
国

を
巡
っ
た
と
い
わ
れ
、
名
号
の
授
与
な
ど
に

よ
っ
て
人
々
に
教
え
を
広
め
ま
し
た
。
正
し
ょ
う
と
く徳

元
年
（
1
7
1
1
）
に
は
増
上
寺
36
世
と
な

り
、
大
僧
正
位
に
進
み
ま
し
た
。
祐
天
の
書

く
名
号
は
信

仰
の
対
象
と

さ
れ
、
他
者

の
制
作
し
た

仏
画
な
ど
に

祐
天
が
名
号

を
書
き
入
れ

る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

本
図
が
所
蔵

者
の
家
に
伝

え
ら
れ
た
経

緯
は
不
明
で

す
が
、
江
東
区
域
の
旧
家
の
信
仰
の
一
端
を

う
か
が
え
る
資
料
で
す
。

裏
面
に
貼
紙
が
あ
り
、「
六
月
二
十
五
日
」

「
元
禄
八
乙
亥
歳
」
と
い
う
年
月
日
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
来
迎
図
の
制
作
年
を

示
す
の
か
、
経
文
が
書
写
さ
れ
た
日
付
を
示

す
の
か
は
不
明
で
す
が
、
本
図
は
遅
く
と
も

元
禄
8
年
（
1
6
9
5
）
に
は
制
作
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
絵
を
経
文
で
描
く
例
は

平
安
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
近
世
に
お
い

て
は
加か

藤と
う

信の
ぶ
き
よ清
（
1
7
3
4
〜
1
8
1
0
）

の
作
品
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
信
清

や
他
の
絵
師
の
作
品
が
18
世
紀
の
制
作
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
本
図
は
17
世
紀
の
制
作
で

あ
り
、
近
世
に
お
け
る
文
字
で
描
か
れ
た
絵

と
し
て
は
早
い
時
期
の
作
例
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
現
存
す
る
文
字
絵
の
多
く
は
文
字
で

輪
郭
線
を
表
現
し
て
い
ま
す
が
、
本
図
は
輪

郭
線
で
は
な
く
、
地
・
光
背
・
雲
や
如
来
・

菩
薩
の
着
衣
な
ど
の
面
に
隙
間
な
く
経
文
を

書
写
し
て
お
り
、
大
変
珍
し
い
作
例
で
す
。

　

登
録
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
古
文
書
）】

宇う
だ
が
わ

田
川
家け

文も
ん
じ
ょ書　

4
2
7
点

東
陽
4
―
11
―
28　

江
東
区

東
砂
に
あ
る
宇
田
川
家
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
文
書
群
で
す
。
文
書
群
の
大
半
は
明
治

〜
昭
和
初
期
の
文
書
で
す
が
、
慶け
い
お
う応

年
間

（
1
8
6
5
〜
1
8
6
8
）
の
文
書
が
2
点

あ
り
ま
す
。
宇
田
川
家
は
、
江
戸
時
代
以
来

二十五菩薩像（部分）（略図中の⑥）

明和5年得誉祐全極状

「
明
蓮
社
顕
誉
祐
天
」の
自
署
と
花
押
お
よ
び
地
に
書

き
込
ま
れ
た
無
量
寿
経

十
念
名
号（
部
分
）と
祐
天
の
自
署
と
花
押

①

②③

⑥

⑤

④

中段より上の菩薩
その他は省略

一
面
の
来
迎
図
の
略
図（
数
字
は
文
中
の
番
号
に
相
当
）
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の
旧
家
で
、
八は
ち
ろ
う
え
も
ん

郎
右
衛
門
新し
ん
で
ん田
に
お
け
る
有

力
農
民
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
寄
贈
者

の
祖
父
啓
輔
氏
は
砂
村
村
長
、
砂
町
町
長
な

ど
を
勤
め
、
寄
贈
者
の
曽
祖
父
安
太
郎
氏
は

砂
村
養
魚
株
式
会
社
の
起
業
に
関
わ
る
な

ど
、
両
名
と
も
地
域
社
会
の
中
心
的
人
物
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

宇
田
川
家
は
、
近
代
に
な
っ
て
養
魚
業
や

煉れ
ん

瓦が

製
造
業
な
ど
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
養

魚
業
で
は
、
川
魚
の
養
殖
の
ほ
か
、
海
苔
の

養
殖
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
37

年
（
1
9
0
4
）
刊
行
の
『
工
場
通
覧
』
に

は
「
宇
田
川
煉
瓦
製
造
所
」
と
い
う
工
場
が

み
ら
れ
、
持
主
は
安
太
郎
氏
、
創
業
年
は
明

治
30
年
（
1
8
9
7
）、
職
工
数
は
男
14
・

女
8
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
宇
田
川
家
文
書

の
な
か
に
は
、
砂
村
養
魚
株
式
会
社
や
砂
村

煉れ
ん

化が

石せ
き

製
造
株
式
会
社
の
設
立
・
経
営
に
関

す
る
史
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
近
代
の
地
域

の
有
力
者
の
会
社
経
営
の
一
端
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
啓
輔
氏
が
砂
村
村
長
・
砂
町
町
長

を
勤
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
砂
町
地
域
の
行

政
に
関
す
る
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、

同
氏
が
東
京
府
会
議
員
・
東
京
市
会
議
員
を

勤
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
東
京
府
・
東
京
市

の
行
政
に
関
連
す
る
史
料
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

【
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）】

宝ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
（
残ざ
ん
け
つ欠

）　

寛か
ん
え
い永

11
年
在ざ
い
め
い銘

平
野
2
―
4
―
25　

浄
心
寺

浄じ
ょ
う
し
ん
じ

心
寺
は
江
戸
時
代
前
期
の
万ま
ん

治じ

元
年

（
1
6
5
8
）
に
創
建
さ
れ
た
日
蓮
宗
寺
院

で
す
。
開
基
は
江
戸
幕
府
四
代
将
軍
徳と
く
が
わ川

家い
え
つ
な綱
の
乳
母
で
あ
っ
た
三み
さ
わ
の沢
局つ
ぼ
ね（
1
6
1
1

〜
1
6
5
6　

明
暦
2
年
没
）
で
す
。

こ
の
宝
篋
印
塔
（
残
欠
）
は
、
浄
心
寺
内

に
あ
る
寺
務
所
の
中
庭
に
あ
り
ま
す
。
基
礎

の
部
分
に
は
寛
永
11
年
（
1
6
3
4
）
の
年

号
や
院
号
な
ど
の
刻
銘
が
確
認
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
笠か
さ

や
塔と
う
し
ん身

に
相
当
す
る
部
分
が

失
わ
れ
て
お
り
、
各
部
分
で
欠
損
や
剥
離
な

ど
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
参
考
図
参
照
）。

そ
の
他
に
も
別
の
宝
篋
印
塔
の
部
材
か
ら

補
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
創
建
当
初
（
寛
永
11
年
）
か
ら
残
さ
れ

て
い
る
部
分
は
、
相そ

う
り
ん輪
及
び
基
礎
の
一
部
と

推
定
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
刻
銘
に
あ
る
寛
永
11
年
の
年
号
は
、

浄
心
寺
が
創
建
さ
れ
た
万
治
元
年
よ
り
古

く
、
そ
の
た
め
宝
篋
印
塔
（
残
欠
）
は
、
他

所
か
ら
移
さ
れ
た
か
、
も
し
く
は
浄
心
寺
創

建
以
前
よ
り
当
地
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
失
わ
れ
た
部
分
が
多
く
、
来

歴
に
も
不
明
な
点
が
残
り
ま
す
が
、
相
輪
及

び
基
礎
の
一
部
は
江
戸
時
代
初
期
に
遡
り
、

そ
れ
以
外
の
部
分
も
多
く
は
江
戸
時
代
の
宝

篋
印
塔
の
特
徴
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
宝
篋
印
塔
（
残
欠
）
は
、
近
世
の
宝
篋

印
塔
の
特
徴
を
残
す
貴
重
な
歴
史
資
料
の
一

つ
と
言
え
ま
す
。

　

登
録
解
除

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

木
工
（
曲
物
）�

保
持
者　

吉
野
道
太
郎

木
工
（
箱
風
呂
）�

保
持
者　

和
田　

重
男

　

名
称
変
更

【
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）】

深
川
不
動
堂
旧
本
堂

富
岡
1
―
17
―
13　

深
川
不
動
堂

　

所
在
地
変
更

【
史
跡
】

伊
豆
長
八
宅
跡

新
大
橋
2
―
5
〜
3
―
5

　
　
　
　

訃　

報

◦�

江
東
区
登
録
無
形
文
化
財
（
工
芸

技
術
）「
箱
風
呂
」
保
持
者
和
田
重

男
氏
は
、
平
成
27
年
1
月
13
日
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

◦�

江
東
区
登
録
無
形
文
化
財
（
工
芸

技
術
）「
曲
物
」
保
持
者
吉
野
道
太

郎
氏
は
、
平
成
27
年
12
月
13
日
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
慎
ん
で
お
二
方
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

基礎（左側面）の刻銘「寛永十一」の
刻銘が確認されます。

参考図　宝篋印塔（関東式）

宝
篋
印
塔（
残
欠
）寛
永
11
年
在
銘

宇
田
川
家
文
書
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文
化
財
係
で
は
、
江
東
区
登
録
史
跡
や

江
東
区
指
定
文
化
財
の
所
在
地
に
文
化
財

説
明
板
を
設
置
し
、
ゆ
か
り
の
歴
史
や
文

化
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

平
成
25
年
度
に
江
東
区
指
定
有
形
文
化
財

（
建
造
物
）
と
な
っ
た
繁
栄
稲
荷
神
社
本
殿

の
文
化
財
説
明
板
を
新
た
に
設
置
し
ま
し

た
。
設
置
場
所
は
、
繁
栄
稲
荷
神
社
の
境

内
の
参
道
脇
で
す（
地
図
参
照
）。

　
繁
栄
稲
荷
神
社
は
、
呉
服
商
大だ

い
ま
る丸

屋や
（
現

大
丸
）
が
宝ほ

う
れ
き暦
7
年
（
1
7
5
7
）
に
深
川

木
場
の
別
邸
に
伏
見
稲
荷
か
ら
分
霊
し
て

祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。
現
存

す
る
本
殿
は
安あ

ん
せ
い政
2
年
（
1
8
5
5
）
の

江
戸
大
地
震
後
の
再
建
と
推
定
さ
れ
る
木

造
建
築
で
す
。
向こ
う
は
い拝
（
正
面
の
屋
根
を
前

に
張
り
出
し
た
部
分
）
は
装
飾
を
こ
ら
し
、

向
拝
正
面
の
梁
に
は
渦
を
巻
い
た
細
か
な

絵
様
が
施
さ
れ
、
そ
の
上
に
は
龍
と
人
物

の
彫
物
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
装
飾
の

細
部
に
江
戸
末
期
の
意
匠
の
特
徴
を
よ
く

示
し
て
い
ま
す
。
明
治
44
年
（
1
9
1
1
）

に
大
丸
と
親
交
の
あ
っ
た
根ね

づ津
嘉か

一い
ち
ろ
う郎

の

青
山
邸
（
現
根
津
美
術
館
敷
地
内
）
に
移
築

さ
れ
た
た
め
、
関
東
大
震
災
と
戦
災
を
免

れ
ま
し
た
。
昭
和
36
年
（
1
9
6
1
）
に
大

丸
に
返
還
さ
れ
、
旧
地
に
近
い
現
在
地
に

移
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
外
国
の
方
に
も
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
こ
の
説
明
板
に
は
英
語
の

説
明
文
も
併
記
し
て
い
ま
す
。
文
化
財
係

で
は
こ
れ
か
ら
も
文
化
財
説
明
板
を
設
置

し
て
い
く
予
定
で
す
。
散
策
の
際
な
ど
に

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

説明板

繁は
ん
え
い栄

稲い
な
り荷

神じ
ん
じ
ゃ社

本ほ
ん
で
ん殿 文
化
財
説
明
板
の
紹
介 

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
た
び
「
東
都

三
十
三
間
堂
旧
記　

六
・
七
・
附
録
」
と
「
江

東
区
文
化
財
研
究
紀
要　

第
19
号
」
を
刊
行

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

『
東
都
三
十
三
間
堂
旧
記
　
六
・
七
・
附
録
』

深
川
に
あ
っ
た
三
十
三
間
堂
に
関
す
る
記

録
で
す
。
京
都
の
三
十
三
間
堂
（
蓮
華
王
院
）

を
模
し
て
、
寛
永
19
年
（
1
6
4
2
）
に
浅

草
に
造
ら
れ
、
の
ち
元
禄
14
年
（
1
7
0
1
）

に
深
川
に
移
転
し
ま
し
た
。

本
巻
は
、
す
で
に
刊
行
済
み
の
1
〜
5
に

続
く
も
の
で
、
最
終
巻
と
な
り
ま
す
。
6
・

7
・
附
録
で
構
成
さ
れ
、
6
・
7
に
は
堂
守

を
つ
と
め
た
鹿
塩
氏
に
よ
る
堂
の
再
建
や
運

営
、
附
録
に
は
同
家
の
来
歴
や
系
図
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
参
考
資
料
と
し
て
他
資
料
の
三
十
三

間
堂
関
連
記
述
も
掲
載
し
ま
し
た
。

『
江
東
区
文
化
財
研
究
紀
要
　
第
十
九
号
』

江
東
区
の
歴
史
・
文
化
財
の
研
究
や
報
告

を
内
要
と
す
る
雑
誌
で
、
本
号
に
は
3
本
の

論
考
と
1
本
の
史
料
紹
介
を
掲
載
し
ま
し
た
。

論
考
は
、
江
戸
前
〜
中
期
に
い
た
る
深
川

南
部
の
再
開
発
、
後
期
の
竪
川
で
の
川
ざ
ら

い
を
め
ぐ
る
動
向
、
さ
ら
に
は
明
治
期
の
煉

瓦
製
造
と
多
様
な
内
容
で
、
史
料
紹
介
は
金

沢
市
立
玉
川
図
書
館
所
蔵
の
史
料
か
ら
区
内

に
あ
っ
た
加
賀
藩
邸
の
絵
図
面
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

【
規
格
】
B
5
判
、
66
頁

【
価
格
】
1
0
0
0
円

│ 

新
刊
案
内 

│

│ 

新
刊
案
内 

│

【
頒
布
場
所
】

文
化
観
光
課
文
化
財
係�（
区
役
所
４
階
32
番
）

こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョン�

（
区
役
所
２
階
）

芭
蕉
記
念
館�

（
常
盤
１
─
６
─
３
）

深
川
江
戸
資
料
館�

（
白
河
１
─
３
─
28
）

中
川
船
番
所
資
料
館�

（
大
島
９
─
１
─
15
）

【
問
合
せ
】

文
化
観
光
課
文
化
財
係（

3
6
4
7
）9
8
1
8

【
規
格
】
B
5
判
、
71
頁

【
価
格
】
7
0
0
円
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今
回
の
特
別
展
で
は
、
芭
蕉
記
念
館
の
開

館
35
周
年
と
、
与よ

さ謝
蕪ぶ

村そ
ん
の
生
誕
三
〇
〇
年

を
記
念
し
て
、
山
寺
芭
蕉
記
念
館
（
山
形
県

山
形
市
）
が
所
蔵
す
る
名
品
を
一
堂
に
展
示

し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
出
品
予
定
の
資
料
の
中
か
ら
、

芭
蕉
と
蕪
村
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

①
松
尾
芭
蕉
筆
「
馬
に
寝
て
」
句
文
懐
紙

芭
蕉
の
真
蹟
を
長
幅
の
上
部
に
貼
り
、
下

部
に
月げ
っ
せ
ん僊
（
１
7
4
1
〜
1
8
0
9
）
が

描
い
た
芭
蕉
坐
像
を
配
し
て
い
ま
す
。

句
文
は
貞
享
元
年（
1
6
8
4
）八
月
、『
野

ざ
ら
し
紀
行
』
の
旅
の
途
中
で
、
東
海
道
の

小さ

よ夜
の
中
山
に
至
っ
た
時
の
感
懐
を
述
べ
た

も
の
で
す
。
月
僊
は
円ま
る
や
ま山
応お
う

挙き
ょ
に
師
事
し
た

江
戸
時
代
後
期
の
画
僧
で
、
伊
勢
山
田
（
三

重
県
伊
勢
市
）
の
寂
照
寺
の
住
職
を
つ
と
め

ま
し
た
。

②
松
尾
芭
蕉
筆　

会
式
懐
紙

俳
席
に
お
け
る
連れ
ん
じ
ゅ衆

の
心
得
を
書
い
た
も

の
で
、
万
延
元
年

（
1
8
6
0
）
序

の
絮

じ
ょ
り
ゅ
う柳
編
『
俳は
い

遷せ
ん

遺い

墨ぼ
く

』
に
載
る

会
式
の
原
本
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
俳

席
で
は
無
礼
に
な

ら
な
い
程
度
に
世

間
的
礼
儀
を
省
略

す
る
。
付
句
が
重

複
し
た
場
合
は
、
句
並
び
の
遠
い
作
者
を
優

先
す
る
。
た
だ
し
、
同
時
の
場
合
は
、
先
に

声
を
か
け
た
者
の
句
を
採
用
す
る
、
な
ど
の

心
得
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
内
藤
丈
草
本
『
お
く
の
ほ
そ
道
』

元
禄
十
年
（
1
6
9
7
）
二
月
の
奥
書
を

持
つ
丈じ
ょ
う
そ
う草（
1
6
6
2
〜
1
7
0
4
）
の

自
筆
写
本
で
、

素そ
り
ゅ
う龍
の
清
書
本

（
西
村
本
）
を
元

に
筆
写
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま

す
。
丈
草
は
武
家

の
出
で
、
隠
居
・

出
家
後
に
芭
蕉
に
入
門
し
ま
し
た
。

④
与
謝
蕪
村
筆
「
お
も
だ
か
の
」
自
画
賛

与
謝
蕪
村
（
1
7
1
6
〜
8
₃
）
は
江
戸

時
代
中
期
の
俳
人
・
画
家
で
、
夜や

半は
ん
て
い亭
二

世
を
継
ぎ
、
ま
た
南な
ん

画が

（
文
人
画
）
の
大
成

者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
晩
年
に
は

蕉し
ょ
う
ふ
う
風
の
復
興
に
取
り
組
み
、
江
戸
俳
諧
の
中

興
の
祖
と
し
て
、
後
世
ま
で
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

沢お
も
だ
か瀉
は
水
田
に
生
え
る
多
年
草
で
、
宝

暦
〜
明
和
年
間
（
1
7
5
1
〜
7
₂
）
の
、

蕪
村
の
筆
跡
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
作

品
で
す
。

⑤
与
謝
蕪
村
書
簡
（
仏ぶ
っ
し
ん心
宛
）

安
永
五
年
（
1
7
7
6
）

五
月
、
蕪
村
は
樋
口
道ど
う

立り
ゅ
うの

発
起
に
よ
り
、
洛
東
一
乗
寺

村
（
京
都
市
左
京
区
）
の
金

福
寺
境
内
に
「
一
草
室
を
再

興
」
す
べ
く
、
芭
蕉
を
慕
っ

て
写
経
社
を
結
成
し
、
翌
年

の
九
月
二
十
一
日
に
石
碑
を

建
立
し
ま
し
た
。
こ
の
書
簡

は
、
石
碑
の
拓
本
を
牛
蒡
の

お
礼
と
し
て
「
仏
心
」
と
い

う
人
物
に
届
け
る
際
に
添
え

た
書
状
で
、
近
々
出
版
す
る
「
さ
く
ら
の
す

り
物
」
へ
の
出
句
と
費
用
分
担
を
依
頼
し
て

い
ま
す
。

⑥
与
謝
蕪
村
・
鈴
木
月げ

っ
き
ょ居

筆　

二ふ
た

見み

文
台

蕪
村
が
依
頼
さ
れ
て
い
た
文
台
の
裏
に
、

天
明
二
年
（
1
7
8
2
）
作
の
発ほ
っ
く句
を
記
し

た
も
の
で
す
。
後
に
門
下
の
月
居
が
脇
句
を

書
き
継
ぎ
、
そ
の
次
第
で
「�

西さ
い
ぎ
ょ
う行
上
人
の

合
せ
た
ま
ひ
し
う
つ
せ
貝
も
」
は
、
西
行
の

「
今
ぞ
知
る
二
見

の
浦
の
は
ま
ぐ
り

を
貝
合
せ
と
て

覆
ふ
な
り
け
り
」

（『
山
家
集
』
下
）

に
拠
り
、「
ば
せ

を
を
き
な
の
拾
ひ

給
ひ
し
硯
の
石
も

露
ふ
ら
で
」
は
、

芭
蕉
の
「
二
見
硯

か
と
拾
ふ
や
く
ぼ
き
石
の
露
」
に
拠
っ
た
、

と
記
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
中
央
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

芭
蕉
記
念
館
の
所
蔵
資
料
を
も
と
に
、
伊
賀

上
野
で
の
誕
生
か
ら
深
川
で
の
生
活
、「
お

く
の
ほ
そ
道
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
へ
の

旅
な
ど
、
芭
蕉
が
た
ど
っ
た
人
生
を
、
関
連

資
料
や
芭
蕉
の
作
品
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
芭
蕉
記
念
館

₀
3
（
3
6
3
1
）
1
4
4
8

平
成
28
年
度
芭
蕉
記
念
館
特
別
展

平
成
28
年
4
月
28
日（
木
）〜
6
月
12
日（
日
）

◆「
芭
蕉
と
蕪
村
―
山
寺
芭
蕉
記
念
館
の
名
品
―
」
　

◆「
芭
蕉
と
蕪
村
―
山
寺
芭
蕉
記
念
館
の
名
品
―
」
　

◆「
芭
蕉
の
人
生
と
旅
」

◆「
芭
蕉
の
人
生
と
旅
」
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1
、
江
戸
前
の
範
囲
を
考
え
る

ま
ず
、「
江
戸
前
」
の
範
囲
に
つ
い
て
前

出
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
見
る
と
、「（
江

戸
の
前
）
の
意
。「
前
」
は
、
に
わ
（
漁
場
）

の
意
と
も
）江
戸
湾（
東
京
湾
）近
海
を
い
う
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
江
戸
の
近
海
で
と

れ
た
、
鮮
度
の
高
い
魚
」
と
も
あ
り
、
江
戸

に
は
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
場
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

で
は
、
こ
こ
で
い
う
江
戸
前
と
は
史
料
に

は
、
ど
の
よ
う
に
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
範
囲
を
示
す
史
料
で
一
般
的
に
知
ら
れ

て
い
る
も
の
に
は
、
文
政
2
年
（
1
8
1
9
）

に
江
戸
日
本
橋
に
あ
っ
た
四し

組く
み

肴さ
か
な
ど
ん
や

問
屋
（
本ほ
ん

小
田
原
町
・
本ほ
ん
ふ
な
ち
ょ
う

船
町
・
本
船
町
横よ
こ
だ
な店
・
安あ
ん
じ
ん針

町ち
ょ
う）

が
幕
府
の
肴
役
所
に
提
出
し
た
文
書
が

あ
り
ま
す
。

（
史
料
1
）

（
前
略
）

但
シ
江
戸
前
ト
唱
へ
候
場
所
ハ
西
ノ
方
武

州
品
川
洲
崎
一
番
ノ
棒
杭
ト
申
場
所
羽は

根ね

田だ

海
ヨ
リ
江
戸
前
海
ヘ
入
口
ニ
御
座
候
、

東
ノ
方
武
州
深
川
洲
崎
松
棒
杭
ト
申
場
所

下し
も

総ふ
さ

海う
み
ヨ
リ
江
戸
海
ヘ
入
口
ニ
御
座
候
、

右
壱
番
棒
杭
ト
松
棒
杭
ヲ
見
切
ニ
致
シ
、

夫そ
れ

ヨ
リ
内
ヲ
江
戸
前
海
ト
古
来
ヨ
リ
唱
ヘ

来き
た

リ
候
（
後
略
）

（『
日
本
橋
魚
市
場
沿
革
紀
要
』）

史
料
に
よ
れ
ば
、
江
戸
前
と
は
、
品
川
洲

崎
沖
の
一
番
棒
杭※
１

と
深
川
洲
崎
沖
の
松
棒
杭

を
見
通
し
た
線
の
陸
側
（
図
1
参
照
）
で
、

品
川
の
南
は
羽
根
田
（
羽
田
）
海
、
深
川
の

東
は
下
総
海
と
呼
ん
だ
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
の
史
料
を
見
る
限
り
、
江
戸
前
と
は

か
な
り
狭
い
範
囲
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
も
そ
も
、
日
本
橋
の
四
組
肴
問
屋
は
、

「
日
本
橋
魚う

お

河が

し岸
」
で
も
知
ら
れ
る
通
り
、

江
戸
城
や
江
戸
市
中
へ
の
鮮
魚
流
通
の
核
と

な
る
存
在
で
、
幕
府
と
密
接
な
関
わ
り
を

も
っ
て
い
ま
し
た
。「
江
戸
前
」
と
い
う
言

葉
が
、
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
か
は
不
明

で
す
が
、
何
ら
か
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
幕
府

は
、
自
ら
そ
の
範
囲
を
確
定
で
き
ず
、
最
も

詳
し
い
と
思
わ
れ
た
肴
問
屋
に
尋
ね
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
、
範
囲
と
い
え
ば
拡
大
を
続
け

た
江
戸
（
御ご

ふ府
内な
い
）
の
場
合
も
不
明
確
だ
っ

た
よ
う
で
、
前
年
の
文
政
元
年
に
朱し
ゅ
び
き引
の
線

で
示
し
た
「
江
戸
朱
引
図
」
を
作
成
し
、
江

戸
の
範
囲
を
確
定
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
江
戸
前
」
の
範
囲
が
明
確

で
な
か
っ
た
の
は
、
漁
業
の
生
産
活
動
に
関

わ
っ
て
、
そ
の
時
々
で
範
囲
が
広
が
っ
た
と

い
う
見
方
も
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
く

に
江
戸
時
代
中
期
以
降
は
、
商
品
経
済
の
著

し
い
発
展
に
よ
っ
て
、
魚
介
類
の
商
品
価
値

が
高
ま
っ
た
結
果
、
江
戸
前
の
範
囲
に
影
響

を
及
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、『
船
橋
漁
業
史
』
掲
載
の
享

保
15
年
（
1
7
3
0
）
の
史
料
に
は
「
お
ち

の
み
よ
よ
り
か
い
が
み
よ
迄
を
船
橋
浦
と

申
、
か
い
が
み
よ
よ
り
、
は
ね
だ
浦
迄
を
江

戸
前
と
申
も
う
し
き
た
り
そ
う
ろ
う
お
ん
こ
と

来
候
御
事
」
と
「
江
戸
前
」
と
い

う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
（
図
2
参
照
）。
こ

の
史
料
は
、
船
橋
（
千
葉
県
船
橋
市
）
の
浦

（
漁
場
）
へ
の
侵
入
を
は
か
っ
た
猫ね
こ
ざ
ね実
村
・

堀ほ
り

江え

村
（
千
葉
県
浦
安
市
）
の
両
村
の
行
動

を
阻そ

し止
す
る
た
め
、
船
橋
の
猟
師
が
幕
府
に

訴
え
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
船
橋

浦
の
範
囲
は
昔
か
ら
落お
ち

の
澪み
よ

か
ら
貝
ケ
澪
ま

で
の
間
で
あ
り
、
貝
ケ
澪
か
ら
西
側
（
千
葉

県
浦
安
市
沖
）
は
羽
田
浦
（
大
田
区
羽
田
）

の
北
の
境
に
至
る
ま
で
江
戸
前
と
唱
え
て
き

た
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
猫
実
・

堀
江
両
村
か
ら
自
浦
を
守
る
た
め
、
貝
ケ
澪

を
境
と
し
、
西
側
の
羽
田
浦
に
至
る
範
囲
を

「
江
戸
前
」
と
す
る
こ
と
で
、
違
い
を
明
確

化
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、『
品
川
町
史
』
の
安
政
元
年

（
1
8
5
4
）
の
史
料
に
も
「（
前
略
）
江
戸

　
江
戸
前
と
い
う
言
葉
は
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、「
江
戸
の
流
儀
、気
質
。江
戸
好
み
。江
戸

風
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）な
ど
、そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。一
般
的
に
は
、江
戸

の
前
に
広
が
る
海
を
指
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、潮
干
狩
り
な
ど
娯
楽
の
場
、あ
る
い
は
食
文

化
な
ど
と
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。食
と
い
う
観
点
か
ら
考

え
る
と
、江
戸
前
鮨
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、江
戸
の
前
海
で
採
れ
た
魚
介
類
を
、さ
ま
ざ
ま
に

調
理
し
食
す
と
い
う
文
化
を
生
み
出
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。そ
の
意
味
で
、食
や
娯
楽
と
い

う
庶
民
文
化
を
生
み
出
し
た
場
で
あ
る
と
と
も
に
、生
産
の
場
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、ま
ず
は「
江
戸
前
」に
つ
い
て
、そ
の
一
端
を
史
料
か
ら
垣
間
見
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 江

戸
前
の
歴
史
を
語
ろ
う

史
料
に
見
る「
江
戸
前
」と
は
？

江
戸
前
の
歴
史
を
語
ろ
う

た

ず
し

ぎ
ょ
か
い
る
い

き

砂洲

砂洲

（江東区）
（江戸川区）

（東京湾）

※他の棒杭は省略
※点線部分まで含むか否かは不明

松
の
棒
杭

澪

澪

芝

高
輪

品
川

一
番
棒
杭

八
幡
宮

洲
崎
弁
天
社

砂
村
新
田

中
川

隅
田
川

図1　肴問屋が示した江戸前の範囲

「品川大森羽田海苔場処絵図」（大田区立郷土博物館所蔵）をもとに作成
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前
よ
り
西
之
方
は
大
森
村
前
御
林
町
浦
境
一い
ち

之の

澪み
よ
ぐ
い
あ
と

杭
跡
よ
り
（
中
略
）
東
ハ
利
根
川
尻じ
り

貝

ケ
澪
迄
之
間
、（
中
略
）
江
戸
前
浦
一
円
貝

巻
漁
相
働
候
（
後
略
）」
と
あ
り
、「
江
戸
前
」

が
大
森
村
（
大
田
区
大
森
）
の
前
に
あ
っ
た

一
之
澪
杭※
２

跡
（
羽
田
浦
の
北
境
）
か
ら
旧
利

根
川
（
江
戸
川
）
の
貝
ケ
澪
を
指
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
史

料
に
見
る
「
江
戸
前
浦
一
円
」
で
貝
巻
漁
を

行
っ
て
い
た
の
は
、
深
川
南
部
に
あ
っ
た
深

川
猟
師
町
8
ケ
町
（
清
住
・
佐
賀
・
相
川
・

熊
井
・
諸も
ろ
・
冨と
み
よ
し吉・
大
島
・
黒
江
）
と
中
島
町
・

蛤は
ま
ぐ
り

町
・
奥
川
町
の
11
ケ
町
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
船
橋
浦
の
主
張
に
あ
る
貝

ケ
澪
の
西
側
を
「
江
戸
前
」
と
し
て
い
る
点

は
、
日
本
橋
肴
問
屋
が
肴
役
所
に
提
出
し
た

（
史
料
1
）
に
比
べ
、
そ
の
範
囲
が
か
な
り

広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
の
こ
と
は
深
川
洲
崎
沖
の
松
棒
杭
の

東
側
を
「
下
総
海
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
点
と

も
異
な
り
ま
す
。

当
時
、
貝
ヶ
澪
が
江
戸
前
の
東
端
と
の
認

識
は
一
般
的
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

は
船
橋
浦
と
猫
実
・
堀
江
、
そ
し
て
深
川
11

ケ
町
と
の
漁
場
争
い
で
の
主
張
で
あ
る
点
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
史
料
を
も
っ

て
「
貝
ケ
澪
」
を
「
江
戸
前
」
の
東
端
と
見

る
こ
と
は
難
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

2
、「
魚
う
お
か
が
み
鑑
」
に
見
る
江
戸
前

次
に
食
文
化
の
観
点
を
踏
ま
え
、
天
保
2

年
（
1
8
3
1
）
に
魚
類
に
つ
い
て
ま
と
め

た
「
魚
鑑
」
と
い
う
史
料
か
ら
、「
江
戸
前
」

に
関
す
る
記
述
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

・「
い
な
」（
鰡
の
幼
魚
）
の
項

�

い
な
の
ミ
に
あ
ら
ず
、
諸
魚
神
奈
川
沖
よ

り
こ
な
た
に
生
る
も
の
、
所い
わ
ゆ
る謂
江
戸
前
と

称と
な
えて
賞
美
せ
ぬ
も
の
ぞ
な
き

・「
い
わ
し
」
の
項

�

処
々
海
浜
多
し
と
い
へ
ど
、
東
武
の
内
海

の
産
、
所
謂
江え

ど都
前ま
え
に
て
味
ひ
美
く
、
他

所
の
産
に
勝
れ
り

・「
は
ぜ
」
の
項

�

東え

ど都
ハ
芝
浦
及
中
川
に
産
る
も
の
上
品
な

り
、
三
年
を
過
る
も
の
味
こ
と
に
よ
し

・「
は
ま
ぐ
り
」
の
項

�

勢
州
桑
名
を
名
産
と
す
。
紀
州
和
歌
浦
、

江
都
品
川
こ
れ
に
次
ぐ

・「
か
き
」
の
項

�

安
芸
広
島
・
播
磨
・
紀
伊
・
和
泉
・
三
河
・

尾
張
・
武
蔵
等
の
海
、
蛎
田
の
種
、
こ

れ
常
の
食
料
な
り
、
下
総
銚
子
の
も
の
大

な
り
と
い
へ
ど
も
味
よ
か
ら
ず
、
そ
れ
を

江
都
海
に
一
月
ほ
ど
活
お
け
バ
美
味
を
生

ず
、
江
都
海
自
然
生
す
る
も
の
状
小
な
り

と
い
へ
ど
も
、
そ
の
味
ひ
極
て
美
し
、
そ

の
水
の
肥
へ
た
る
が
ゆ
へ
な
り

こ
の
史
料
は
、
江
戸
の
食
文
化
を
支
え
た

魚
介
類
に
つ
い
て
、
味
の
良
し
悪
し
、
捕
れ

る
場
所
な
ど
、
様
々
な
情
報
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
そ
の
う
ち
、「
い
な
」
の
項
を
見

る
と
、「
江
戸
前
」
の
魚
類
と
は
、
神
奈
川

沖
か
ら
以
北
で
生
ま
れ
た
も
の
を
指
す
と
し

て
い
ま
す
。
神
奈
川
と
は
、
東
海
道
3
番
目

の
神
奈
川
宿
（
現
在
の
横
浜
市
神
奈
川
区
神

奈
川
本
町
付
近
）
の
こ
と
で
、
先
の
一
番
棒

杭
（
羽
田
浦
の
北
境
）
を
南
限
と
す
る
見
方

と
比
べ
、
か
な
り
南
側
の
海
域
ま
で
含
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、「
い
わ
し
」
の
項
で
は
、「
東
武
の

内
海
の
産
」
を
い
わ
ゆ
る
「
江え

ど都
前ま
え
」
と
し
、

「
は
ぜ
」
の
項
で
は
「
東
都
」
と
し
て
芝
浦

と
中
川
、「
は
ま
ぐ
り
」
の
項
で
は
「
江
都

品
川
」、
さ
ら
に
「
か
き
」
の
項
で
は
「
江

都
海
」
と
の
表
現
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
「
江
都
海
」
と
は
、「
江
戸
前
」
と
同
意

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
興
味
深
い
の
は
、
下
総

銚
子
の
牡
蠣
に
関
す
る
記
述
で
す
。
大
き
く

て
も
味
は
よ
く
な
い
が
、
江
戸
前
の
海
に
1

ケ
月
ほ
ど
活
か
し
て
お
け
ば
、
美
味
に
な
る

こ
と
、
ま
た
江
戸
前
の
も
の
は
小
さ
く
て
も
、

味
わ
い
が
極
め
て
美
味
し
い
こ
と
、
そ
れ
は

水
が
「
肥
へ
」
て
い
る
た
め
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
先
に
見
た
争
い
の
過
程
で

主
張
さ
れ
た
「
江
戸
前
」
の
範
囲
と
は
異
な

り
、
水
が
「
肥
へ
」
て
い
る
海
域
を
そ
の
範

囲
と
見
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

す
な
わ
ち
、「
江
戸
前
」
の
言
葉
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
に
登
場
し
、
異
な
る
基
準
で
語

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

範
囲
は
別
に
し
て
も
「
江
戸
前
」
は
、
隅

田
川
、
中
川
、
江
戸
川
、
目
黒
川
、
多
摩
川

な
ど
、
多
く
の
大
河
川
が
流
れ
込
ん
で
い
る

海
で
す
。
江
戸
庶
民
自
慢
の
魚
介
類
が
豊
富

で
豊
か
な
海
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

今
後
、
他
の
史
料
も
含
め
、
江
戸
前
に
つ

い
て
さ
ら
に
語
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
1�

棒
杭
と
は
、
船
が
通
行
す
る
澪み
お

の
場
所

を
示
す
標
示
杭
の
こ
と
。

※
2
「
一
之
澪
杭
跡
」
と
図
1
の
一
番
棒
杭

の
位
置
は
若
干
ず
れ
て
い
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て

は
不
明
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

隅
田
川

江東区

深川
中
川

江戸川区

猫実･堀江

市川 船橋
江戸川

貝
ヶ
澪

落
の
澪

千葉

（東京湾）

松棒杭

一番棒杭
品川

大井御林町
大森村

羽田 羽田浦
境

図2　江戸前海漁場概念図

海岸線・図中の位置関係はあくまでも目安



8

馬
頭
観
音
と
は
、
頭
上
に
馬
頭
を
戴
い
た
だく
多た

面め
ん

多た

臂ひ

（
複
数
の
顔
と
手
・
腕
を
持
つ
）
の

観か
ん
の
ん音
菩ぼ

薩さ
つ
で
す
。
他
の
観
音
菩
薩
が
慈じ

ひ悲
の

形
相
で
あ
る
の
に
対
し
、
馬
頭
観
音
の
場
合
、

赤
色
の
憤ふ
ん

怒ぬ

の
形
相
と
な
っ
て
い
ま
す
。
馬

頭
観
音
は
馬
頭
を
持
つ
こ
と
か
ら
馬
の
守
護

仏
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

馬
頭
観
音
像
は
、
既
に
奈
良
時
代
か
ら
製

作
が
確
認
さ
れ
ま
す
が
、
古
代
・
中
世
を
通

じ
、
そ
の
作
例
は
少
な
く
、
信
仰
が
広
ま
っ

た
の
は
江
戸
時
代
以
降
の
こ
と
で
す
。
江
戸

時
代
に
は
各
地
に
馬
頭
観
音
を
本
尊
に
祀
る

堂
が
建
て
ら
れ
、
ま
た
馬
頭
観
音
像
が
路
傍

に
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
目
的
は
、

馬
の
供
養
や
無
病
息
災
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
馬
頭
観
音
の
形
は
、
彫
刻
の
よ

う
に
刻
ま
れ
た
も
の
以
外
に
、「
馬
頭
観
音
」・

「
馬ば

頭と
う

観か
ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

」
と
石
材
に
文
字
で
刻

ん
だ
も
の
も
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
江
東
区
で
は
、
4
件
が
登
録
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
馬
頭
観
音

と
伝
え
ら
れ
る
供く

養よ
う

塔と
う

（
破は

損そ
ん

仏ぶ
つ

）
も
1
件

が
登
録
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

彫
刻
の
馬
頭
観
音
像

現
在
、
彫
刻
型
の
馬
頭
観
音
は
、
区
内
で

は
、
清き
よ
す
み澄

庭て
い
え
ん園

（
清
澄
3
・
①
）・
中ち
ゅ
う
お
う
じ

央
寺
（
南

砂
4
・
②
）
の
二
件
が
登
録
文
化
財
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
馬
頭
観
音
像
は
、
い
ず
れ
も
胸

前
で
合
掌
し
た
形
で
、
左
の
上
腕
に
は
輪り

ん
ぽ
う宝

（
法
具
）
を
持
ち
、
頭
頂
部
に
は
、
馬
頭
の

突
起
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
で
右
の
上
腕
に
は
金こ
ん
ご
う
し
ょ

剛
杵
（
法
具
・

①
）、
斧
（
武
具
・
②
）
な
ど
の
持
ち
物
が

そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
以
外
に
は

弓
・
数
珠
・
宝
剣
な
ど
を
持
つ
場
合
も
あ
り

ま
す
。

文
字
と
し
て
刻
ま
れ
た
馬
頭
観
音

一
方
、「
馬
頭
観
音
」
な
ど
の
文
字
が
刻

ま
れ
た
も
の
が
あ
り
、
明
治
小
学
校
（
深
川

2
）・
妙
み
ょ
う
き
ゅ
う
じ

久
寺
（
北
砂
2
・
③
）
に
そ
れ
ぞ

れ
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
妙
久
寺
に
「
馬
頭
観
世
音
供
養
塔
」

（
③
）
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、戦
前
の
亀
戸
・

大
島
・
砂
町
地
域
に
輓ば
ん

馬ば

業
（
馬
に
よ
る
輸

送
業
）
や
搾

さ
く
に
ゅ
う乳
業
に
携
わ
る
人
々
が
多
か
っ

た
こ
と
が
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

彫
刻
・
文
字
の
い
ず
れ
も
、
馬
へ
の
無
事
・

供
養
を
祈
念
し
て
造
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

馬
頭
観
音
の
伝
承
を
持
つ
供
養
塔

さ
て
、
最
後
に
馬
頭
観
音
の
伝
承
を
持
つ

供
養
塔
を
紹
介
し
ま
す
。
浅せ
ん
げ
ん
じ
ん
じ
ゃ

間
神
社
（
亀
戸

9
）
の
供
養
塔
（
破
損
仏
）（
④
）
は
、
破
損

が
著
し
く
頭
部
が
失
わ
れ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

補
修
さ
れ
て
い
ま
す
。
言
い
伝
え
で
は
元
々

馬
頭
観
音
で
、
失
わ
れ
た
頭
部
を
さ
す
る
と

御
利
益
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。（
※
）

皆
様
も
寺
や
神
社
で
見
か
け
た
時
に
は
、

ぜ
ひ
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

見
学
の
際
に
は
供
養
塔
へ
触
れ
な
い
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

功く
ぬ
ぎ刀
俊
宏
）

〈4
月
上
旬
～
下
旬
﹀

真
空
管
ラ
ジ
オ

東
京
の
大
森
に
あ
っ
た
山
中
電
機
株
式

会
社
（
大
正
期
創
業
）
製
の
真
空
管
ラ
ジ

オ
放
送
受
信
機
で
、
深
川
の
寺
院
で
使

用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
商
品
名
は

〝
T
E
L
E
V
I
A
N
（
テ
レ
ビ
ア
ン
）〟
で
、

昭
和
14
年
に
発
売
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
展
示

ケ
ー
ス
は
3
6
0
度
全
方
向
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
背

面
の
真
空
管
の
配
置
状
況

な
ど
を
じ
っ
く
り
観
察
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈5
月
上
旬
～
下
旬
﹀

ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦

ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦
は
、
明
治
期
に
フ
ラ
ン
ス

人
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ェ
ラ
ー
ル
が
創
業

し
、
横
浜
山
手
の
工
場
で
製
造
し
た
西
洋
瓦

で
す
。
江
東
区
内
で
は
、
亀
戸
富
士
塚
の
頂

部
や
そ
の
周
辺
で
、ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦
4
点
と
、

こ
れ
に
似
せ
て
日
本
の
瓦
職
人
が
製
造
し
た

〝
模
倣
ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦
〟
7
点
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。以
上
の
ほ
か
、

ジ
ェ
ラ
ー
ル
瓦
1
点
（
出

土
経
緯
不
明
）
を
収
蔵
し

て
お
り
、
今
回
初
め
て
公

開
し
ま
す
。

文
化
財
ま
め
知
識
７

江
東
区
内
の
馬
頭
観
音

江
東
区
内
の
馬
頭
観
音

ばば
と
う
と
う
か
ん
か
ん
の
ん
の
ん

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
示
予
定

①馬頭観音供養塔　
安永３年銘　清澄庭園

③馬頭観世音供養塔
昭和３年在銘　妙久寺

④供養塔（破損仏）
伝馬頭観音　浅間神社

②石造馬頭観音坐像
中央寺


